
　解析学 II問題解説 #1 　 河野

演習問題 1.1 次の関数の定積分を定義に基づいて求めよ。ただし次の公式を用いる必要がある

かもしれない。
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(1) ∆n = {x0, x1, . . . , xn}を区間 [0, 1] の n 等分を与える分割とする。即ち，xi =
i

n
とする。

y = xは [0, 1]では単調増加関数なので，小区間 [xi−1, xi]では
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となる。‖∆n‖ =
1
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なので n → ∞のとき ‖∆n‖ → 0となる。 lim
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となるので，y = xは [0, 1]で積分可能であり，
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(2) ∆n = {x0, x1, . . . , xn}を区間 [0, 1] の n 等分を与える分割とする。即ち，xi =
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